
基礎 西洋医学的事項 東洋医学的事項 そのほか

1977～1981 早期診断法
1982 各臓器の電界の影響
1983 BDORT Grading system

1984～1986 第3者を介した間
接法、電磁学的反応：分子同定
法、局在法共鳴回路

1986 神経伝達物質の局在 1986 経路と経穴の正確な

Mapping臓器代表点

1991 生活環境における電場、磁
場、電磁場の有害な影響と軽およ
び重金属（アルミ・鉛・水銀、その
他）の沈着

1987 BDORTと心臓、中枢神
経：メカニズム

1988 延髄のintectionによって
起こる高血圧/低血圧、上気道
感染、EPA/DHAの核virus作用

1987 中国12経路と西洋医学
の比較検討、安全な電気治療

1986～1992 レーザー光線によ
る分子情報の伝達

1990 痛み：サブスタンスP、循
環障害：トロンボキサンB2、癌
組織の局在

1988 心臓血管の臓器代表領
域、治療前後の経路・経穴上の
神経伝達物質、鍼治療点と死

1993 松果体の神経伝達物質：
目の開閉とニューロトランスミッ
ターの変化

1990 Selective Drug Uptake

Enhancement現象の発見

1990 気功エネルギー蓄積紙
の応用

1993 BDORTの米国パテント認
可

1991 がんで増えている水銀の
沈着、Oncogene C-tosAb2、
Integrinα5β1と非常に減少する

アセチルコリン

1991 舌の臓器代表領域のマッ
ピング

1992～1994 X線、CT、MRIや
写真などによる分子情報伝達
の発見

1992 Pain Pathwayのマッピン

グ、TMJのマッピング

1991 脳髄・頭・鼻・耳・手・足の
臓器代表領域のマッピング

1995 Chlamydia-(Lyme)-Uric

Acid Syndorome、Chla-mydia-

(Cylomegalo virus)-Uric Acid

Syndrome

1995 各臓器の放射線損傷と
重金属沈着：水銀、中国パセ
リ、ウイルス・細菌感染とがんの
対する水銀の役割。シラントロ
による体内に沈着した金属を取
り除く方法の発見と米国パテン
ト認可

1996～2000 Recorded Bio-

electricityとその発生源の分子
情報伝達性

1994 各臓器の示差的重金属
沈着：センタルアマルガム

1995 歯の臓器代表領域のマッ
ピング

1998 年齢別テロメア分子の定着
化

1999～2007 Pre-Alzheimerや

Autism非侵略的初期診断法と
（自閉症）の安全で効果的治療

1995～2000 顔、鼻、口唇の臓
器代表領域のマッピング

1998～2007 Electro-Magnetic

Field Hypersensitivity

2005～2007 One Optimal Dose

of DHEAが正常の細胞のテロメ
アを増加させ、がん細胞のテロ
メアを0近くに減少させ、がん細
胞の分裂を一時止めることがで
きる

1998～2007 True St.36への

Press Needleの刺激により正常
細胞のテロメアの増加とがん細
胞のテロメアの0近くまでの減少
によりがん細胞が一時分裂でき
なくなる

1988～2007 正常細胞とがんのテ
ロメアとの関係、正常細胞のテロメ
アを減らすものは、癌細胞のテロメ
アを増やし、正常細胞のテロメアを
増やすものは癌細胞のテロメアを
減らす。

大村恵昭のバイ・ディジタルO-リングテストに関する業績

初
期

1985 大脳動脈循環の評価、各
臓器造影法、細菌感染部位探
知、がん早期発見法

発
展
期

1994～1996 同一物質間の共

鳴を除くためのSemiconductorを

使って180 degree phase shifter
の開発

最
新

2005～2007 Mesothelioma、す
べての悪性腫瘍および心臓血
管病、アルツハイマー病、自閉
症、精神分裂病、慢性の痛み、
白内障、Morgellon's Diseaseな
どにアスベストが大量に蓄積さ
れていること。また、卵黄にも大
量のアスベストがあることが多
いことを発見

1995 気功エネルギーの増強
法：気功集中治療用コーン、薬
剤取込増進法

1993 住環境における電磁場、脳

のL・アミノ酸とD・アミノ酸に対する

Cellular Phoneの電磁場の影響。電

磁界のExposureによって増加する
前がん・がんのときに増える分子の
増加と減少するアセチルコリン


